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　【SDGs】　

SDGs の戦略策定と意識を社内に共有する
方法とそのポイント
荒井  幹也　　　（株）空心　代表取締役

　実際には，中小企業の取り組みはまだまだ遅れている

が，ESG 投資の拡大や社会の要求から，大企業・上場企

業の SDGs の取り組みは進んでおり，今後，ますます盛

んになるだろう。

2　SDGs がもたらすメリット，取り組
み方法について

　SDGs は，ボランティア・寄付などの社会貢献や環境

保護対策などを行う社会的責任活動の一部であると認識

している人が多いようだが，それは，SDGs の一部でし

かない。

　SDGs の取り組みを通じて，社会的要求に応えるだけ

でなく，売上／利益のような経済的なメリットを享受す

ることができるのだ。

　プライスウォーターハウスクーパースの調査では，

SDGs の目標達成による市場機会の価値は年間 12 兆

ドル（＊ 1000 兆円以上）の市場機会が生まれる大きな

チャンスであると予想されている。

　SDGs の取り組みを過去の社会貢献活動の経費や負担

が発生するだけであると考えるのではなく，社会／環

境に関わる問題を解決することを通じて，組織内にイノ

ベーションを起こし，新たなビジネスチャンスをつかみ，

自社の市場価値を大幅に高めることができると認識し，

その実現を目指したいものである。

1　はじめに：SDGs の現状

　SDGs は，「持続可能な世界を実現するため」「誰一人

取り残さない社会を作るため」に， 2015 年に国連サミッ

トで採択された。世界が抱える問題を解決するために，

2030 年までに国連加盟諸国が達成すべき 17 の目標や

169 のターゲットが設定されている。

　株式会社電通：「電通 Team SDGs」が本年 1月に実施

した 1400 名対象のアンケート結果によると，SDGs の

認知度は，29.1％に達している。（昨年比 13.1％上昇）

　10代 20 代男性の認知度は 50％を超え，10代 20 代

女性の認知度は 30％を超えている。

　学校教育の場における SDGs 教育の実施や，ウェブメ

ディアやファッション誌などで取り上げられる機会が増

えたことで，若者世代の SDGs 認知度が高まっているよ

うだ。これからは，若者世代にとっては，SDGs を知っ

ていることが当然になってくるだろう。

　また，グローバル・コンパクト・ネットワーク・ジャ

パンおよび地球環境戦略研究機関（IGES） 発行の「ESG

時代における SDGs とビジネス」では，グローバル・コ

ンパクト・ネットワーク・ジャパン会員の 186 企業／

団体（85％以上が年商 250 億円以上の中堅・大企業）

から回答を得たアンケート調査結果を公開しており，経

営陣の SDGs に関する経営者の認知度は 77％に，中間

管理職の認知度は33％に達しているようだ。（それぞれ，

1年前と比べると，15％以上増加）
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　現時点において，グローバルにも通用できるような，

SDGs 戦略策定・SDGs 取り組みの最も参考になる資料

は，国連グローバル・コンパクト（UNGC），グローバ

ル・レポーティング・イニシアティブ（GRI），持続可能

な開発のための世界経済人会議（WBCSD）が共同制作

した「SDG コンパス（SDG Compass）」である。これか

ら SDGs 戦略を策定する場合，また，SDGs に取り組ん

でいるが，より効果的な取り組み方法を検討したい場合，

SDGs 導入参考書として，この SDGコンパスを利用して

いただくと良い。

＊ 「SDG コンパス（SDG Compass）」は，以下のページ

より，無料でダウンロードできる。

https://sdgcompass.org/wp-content/uploads/2016/

04/SDG_Compass_Japanese.pdf

　SDG コンパスでは，SDGs 導入する際に，以下の 5段

階で取り組むことを推奨している。

-----------------------------------------------

ステップ 1

SDGs を理解する

↓

ステップ 2

優先課題を決定する

↓

ステップ 3

目標を設定する

↓

ステップ 4

経営へ統合する

↓

ステップ 5

報告とコミュニケーションを行う

--------------------------------------------

　詳細な取組方法については SDGs コンパスを一読いた

だくことで，ご理解いただくことができる。

　なお，SDGs 導入による経営効果を高めるためには，

特にステップ 1～ 3を通じて行う，SDGs 戦略の策定が

肝となる。

　うわべだけの取り組みである「SDGs ウォッシュ」に

ならないためにも，戦略策定には重きをおくことが大切

である。

3　SDGs の戦略策定をする上での
ポイント

　ここで SDGs の成否を決めると言っても過言ではな

い，SDGs 戦略策定のポイントについて，いくつか説明

させていただく。

3.1　経営者／経営陣が積極的に関わること

　環境・社会・ガバナンスを重視した経営を行っている

企業に投資をする ESG 投資が主流になりつつあり，ま

すます，環境や社会に良い事業運営をすることが求めら

れている。

　ESG と重なる部分がある SDGs の持続可能な取り組み

を行うことは，会社が存続をしていくためには，必要不

可欠である時代が到来していると言えるだろう。

　時代の潮流に乗ること，また，社会から求められ，信

用される会社になること，そして，自社の企業価値を高

めるためには，SDGs が最高のツールとなる。

　そのためには，経営者／経営陣が SDGs の取り組みに

積極的な関わりを行うことが求められる。SDGs 担当者

や CSR 担当者に任せっきりにするのではなく，戦略策

定の段階から全力で関わると良いだろう。経営者／経営

陣の本気度が伝われば，SDGs 担当者のモチベーション

が高まるし，組織全体への波及効果も高くなる。

　現状，多くの上場企業が SDGs の取り組みをサステナ

ビリティ報告書／ CSR 報告書／ウェブサイトなどで公

開をしているが，経営者が本気で取り組んでいるかどう

かは，読む側には簡単に伝わるものだ。どんなに美辞麗

句を並べても，経営者の SDGs に対する「やる気」が伝

わらないと，読者の心に刺さってこなければ，「仏作っ

て魂入れず」のレポートになってしまうし，期待した効

果も期待できない。

　SDGs ウォッシュを避けるために，また，経済的なメ

リット享受し，社会やステークホルダーの要望を満たす

ためにも，経営者／経営陣は SDGs を学習し，戦略策定

から，積極的に関わっていただきたい。

3.2　新しい取り組みにチャレンジすること

　SDGs の取り組みは，ISO9001/14001 のような国際

認証規格と違い，各社自由に目標設定や取り組みを行う
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ことができ，目標や取り組みの内容を最小限に抑えるこ

とも可能だ。

　実際，以前から行ってきた社会貢献活動を SDGs の取

り組みにしているだけの企業・組織は非常に多いが，そ

れだけでは，SDGs の本来の趣旨にそぐわない。

　世界が抱える問題を解決するために，SDGsの17目標・

169 のターゲットを達成するには，今までの取り組み

だけでは完全に不足する。また，新たなチャレンジをし

なければ，SDGs からもたらされる，ビジネスチャンス・

企業価値の向上・リスクの低減・コストの削減・顧客か

らの信用度の向上・社員のモチベーションアップ・離職

率の低下・人材採用がしやすくなるなどのメリットもほ

とんど得られないだろう。

　SDGs に取り組む際には，過去の社会貢献活動や環境

対策への取り組みを考慮に入れながらも，ぜひ，新しい

取り組みにチャレンジしたり，過去の取り組みを大幅に

ブラッシュアップさせた取り組みにチャレンジすること

が望まれる。

　そのためには，新しい発想が求められるが，思考のブ

レークスルーを起こすためにも，世界的な視点から考え

るアウトサイドインのアプローチや，未来を起点に逆算

して考えるバックキャスティング思考で，取り組み課題

を考えるとよいだろう。

3.3　優先課題は，絞り込んで，強いインパクトを！

　戦略策定の肝である，優先課題を決定する際に，過去・

現在の事業内容および社会貢献活動を棚卸ししたり，バ

リューチェーン全体を考慮したり，自社や社会にとって

の重要課題を検討するなどして，決定していくことにな

る。また，国内外の企業の事例なども参考になるかもし

れない。

　検討すればするほど，重要な課題がたくさん見つかり，

様々な SDGs 目標に取り組みたくなるかもしれない。多

種多様な SDGs 目標に取り組むことは，社会的にも，環

境的にも，とても意義のあることであるし，対外的にも

「たくさんの良いことをしている企業」というイメージ

を持ってもらえるという期待もあるかもしれない。

　自社が多数の課題に同時並行で取り組めるような実行

力のある組織であり，同時並行で多数の SDGs にチャレ

ンジできるという優れた企業であれば問題ないが，実際

には，多くの企業が日々の業務で手一杯の状態で，さら

に SDGs の取り組みを行うとなると，相当な負荷がかか

るという企業も少なくないだろう。

　そのような実情からも，優先課題はなるべく絞り込ん

で，最初は，実現可能な優先課題を 3-5 程度で設定する

方が賢明であろう。課題を最小限に絞り込むことで，人・

物・金・情報の経営資源を効率よく配分でき，取り組み

を深堀りでき，大きなインパクト・成果も出しやすくな

る。また，社員にもわかりやすく伝えることができ，協

力体制，実行体制が整いやすくなるというメリットもあ

る。

3.4　社員を大切にする取り組みを設定する

　様々な経営者や企業の SDGs/CSR 活動を確認させてい

ただき，常日頃から感じているのが，外部の環境や社会

貢献に対する取り組みには積極的な企業が多いけれど，

それに比べると，内部の社員に対する取り組みが少ない

ように感じている。

　社員は「人財」と言われるべき，最も大切なステーク

ホルダーであると言える。企業によっては，「社員＝内

部顧客」だと考え，非常に大切に対応している「優しい

愛のある会社」もある。

　働き方改革にも通じるものがあるが，SDGs において

も，ディーセント・ワーク＝働きがいのある人間らしい

仕事ができる環境を作ることが大切であると求められて

おり，労働時間短縮・フレックスタイムの導入・リモー

トワークの推進・休暇制度の充実・ハラスメントの防止・

差別の禁止・健康経営・公正／平等な待遇（同一労働同

一賃金）・安全な内部通報制度などの取り組みが考えら

れる。

　なお，世界の状況を見渡すと，欧米を中心に，多種多

様な人財を採用・活用する，ダイバーシティ経営が求め

られている。ダイバーシティ経営は，平等・公平という

考えだけでなく，多様な多種多様な人材が生み出すアイ

デア・イノベーションや，多様な顧客ニーズを満たすた

めの対策を取りやすくなることで，収益面においても大

きなメリットが得られると期待されている。

　今後，日本においてもダイバーシティ経営が求められ

ることになるであろう。また，女性が活躍できる職場を

推進し，女性管理職比率・女性役員比率を高めていくこ

とも，SDGs 取り組み重要課題として挙げることも良い

取り組みだと思われる。
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4　SDGs 意識を社内に共有する方法と
ポイント

　SDGs は全社一丸で取り組めるようになれば，最高の

パフォーマンスを生み出すことは言う間もない。そのた

めには，社内全体で SDGs 意識を共有することが大前提

となる。

4.1　経営者／経営陣が積極的に SDGs 情報を提供

すること

　戦略策定のポイントでも記述させていただいたが，

SDGs 意識を社内に共有するためには，やはり，経営者

／経営陣の関わりがとても重要である。

　特に，経営者が率先して，SDGs に取り組む理由・優

先課題・SDGs に取り組むメリット／効果・取り組み／

目標達成状況を繰り返し発信することで，SDGs が重要

な経営課題の一つであることを，社員に共有することが

できる。

4.2　すべての部門が関わること

　SDGs の取り組みを一部の部門だけが取り組むと，他

の部門の従業員は，「自分たちには関係ない」と判断

し，協力体制が整わなかったり，社内全体に共有するこ

とができなくなりやすく，SDGs ウォッシュを生み出す

リスクが高まる。そのような状況を回避するためにも，

SDGs の取り組みは，部門横断的で，各部門の人材を集

めたメンバーで，取り組みを行うことが重要だ。すべて

の部門が関わることで，他人事ではなく，自分事として

認識をすることができ，SDGs 意識の共有が容易になる。

4.3　情報提供を積極的に。ただし，シンプルに。

　SDGs の取り組み情報を，社内報や掲示，情報・ウェ

ブシステムなどを使って，定期的に提供することで，

SDGs 情報の共有ができるだけでなく，社員の SDGs 知

識が深まり，教育にもつながる。ただし，情報の内容が

複雑であったり，難解だと，読んでもらえないことが多々

起こりうる。一度の情報量は少なく，シンプルにまと

め，図や写真などを使って，読みやすくすると良いだろ

う。「情報は発信することで完結ではなく，読んでもらい，

理解してもらってこそ，意味がある」ということを常に

考えた上で，SDGs の共有を行うと良い。

4.4　SDGs に関する情報交換の場を作る。

　SDGs の取り組み情報を一方的に伝えるだけでなく，

SDGs に関する情報交換や質問などを受け付けること

ができる場を設けることで，より深く共有をすること

ができる。SDGs 教育やディスカッションを定期的に

行ったり，簡単なアンケートを行ったり，ランチタイ

ムのようなリラックスできる場での情報交換を行うこと

で，SDGs の共有化が進み，社内に SDGs 意識が深く浸

透するようになる。このような取り組みを行うことは，

SDGs の取り組み内容の問題点・課題・不満などの意見

も集めることができ，結果的に，SDGs 取り組みの改善

にもつながるというメリットも得られる。

5　おわりに

　SDGs 戦略策定の 2030 年まで残すところ 10 年とな

り，SDGs の取り組みが当然になる時代が来つつあるこ

とを実感している。SDGs を経営ツールの一つとして考

え，社会／環境問題を解決する SDGs 取り組みを通じて，

自社の企業価値を高めていただくことを切望している。
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